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収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収

入
合
計
が
予
算
比
１
・
14
％
増

の
２
６
７
億
２
０
９
４
万
円

（
前
年
度
比
で
は
３
・
13
％
の

減
）
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
支

払
資
金
を
加
え
た
収
入
の
部
合

計
で
は
、
予
算
比
０
・
91
％
増

の
３
３
４
億
３
６
２
万
円
と
な

っ
て
い
る
（
前
年
度
比
で
は
２

・
80
％
の
減
）。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支

出
合
計
が
予
算
比
１
・
50
％
減

の
２
６
６
億
７
０
３
２
万
円

（
前
年
度
比
で
は
３
・
66
％
の

減
）
で
、
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な
る

前
受
金
収
入
を
含
み
67
億
３
３

２
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
前

年
度
比
で
は
０
・
76
％
の
増
）。

（
１
）
収
入
の
部

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
予
算
比
０
・
05
％
増
の
２

０
０
億
９
７
４
１
万
円
（
前
年

度
比
で
は
１
・
98
％
の
増
）
。

最
終
在
籍
者
数
が
専
修
大
学
で

１
万
８
８
２
６
人
、
石
巻
専
修

大
学
で
１
１
０
２
人
と
な
り
、

全
体
で
は
１
万
９
９
２
８
人
。

最
終
在
籍
者
数
は
、
前
年
度
と

比
べ
、
全
体
で
１
４
６
人
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　
②
手
数
料
収
入
は
、
予
算
比

６
・
62
％
増
の
９
億
９
８
０
６

万
円
（
前
年
度
比
で
は
２
・
54

％
の
増
）。
こ
の
う
ち
、
入
学

検
定
料
収
入
は
、
予
算
比
６
・

89
％
増
の
９
億
６
０
８
２
万
円

（
前
年
度
比
で
は
２
・
25
％
の

増
）。
入
学
志
願
者
数
が
予
算

と
比
べ
専
修
大
学
で
４
４
４
４

人
の
増
、
石
巻
専
修
大
学
で
98

人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
寄
付
金
収
入
は
、
予
算
比

47
・
08
％
減
の
２
億
６
４
６
１

万
円
（
前
年
度
比
で
は
２
０
３

・
58
％
の
増
）。
専
修
大
学
創

立
１
４
０
年
・
石
巻
専
修
大
学

創
立
30
年
記
念
事
業
募
金
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
。

　
④
補
助
金
収
入
は
、
予
算
比

６
・
00
％
増
の
16
億
３
６
０
１

万
円
（
前
年
度
比
で
は
12
・
66

％
の
増
）。
こ
の
う
ち
、
国
庫

補
助
金
収
入
は
、
予
算
比
６
・

03
％
増
の
16
億
２
２
９
３
万
円

（
前
年
度
比
で
は
12
・
81
％
の

増
）。
内
訳
は
、
経
常
費
補
助

金
が
15
億
１
０
０
１
万
円
（
前

年
度
比
で
は
10
・
07
％
の
増
）、

教
育
研
究
装
置
補
助
金
が
８
６

１
１
万
円
、
大
学
改
革
推
進
等

補
助
金
が
２
６
８
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
⑤
資
産
売
却
収
入
は
、
予
算

比
94
・
27
％
減
の
１
１
４
５
万

円
（
前
年
度
比
で
は
２
３
６
・

61
％
の
増
）
。
こ
の
う
ち
、
施

設
売
却
収
入
は
、
専
修
大
学
北

海
道
短
期
大
学
の
校
地
・
校
舎

等
の
売
却
で
１
０
１
６
万
円
。

設
備
売
却
収
入
は
、
石
巻
専
修

大
学
の
車
両
の
売
却
で
１
２
９

万
円
。

　
⑥
付
随
事
業
・
収
益
事
業
収

入
は
、
予
算
比
０
・
01
％
減
の

６
億
４
０
６
５
万
円
（
前
年
度

比
で
は
30
・
45
％
の
増
）。
差

異
は
、
箱
根
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

他
利
用
者
の
減
、
石
巻
専
修
大

学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
寮

費
の
減
、
受
託
研
究
費
の
増
等

に
よ
る
。

　
⑦
受
取
利
息
・
配
当
金
収
入

は
、
予
算
比
49
・
87
％
増
の
１

億
６
０
２
万
円
（
前
年
度
比
で

は
59
・
97
％
の
減
）
。
こ
の
う

ち
、
そ
の
他
の
受
取
利
息
・
配

当
金
収
入
は
、
予
算
比
55
・
46

％
増
の
９
８
８
９
万
円
（
前
年

度
比
で
は
62
・
54
％
の
減
）。

　
⑧
雑
収
入
は
、
予
算
比
２
・

88
％
増
の
７
億
５
０
３
８
万
円

（
前
年
度
比
で
は
30
・
73
％
の

増
）。
差
異
は
、
大
学
施
設
等

の
貸
出
件
数
、
科
学
研
究
費
補

助
金
の
間
接
経
費
の
増
等
。

　
⑨
借
入
金
等
収
入
は
、
予
算

ど
お
り
で
20
億
円
。
新
生
田
２

・
３
号
館
の
建
築
資
金
と
し

て
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
か
ら
の
「
耐
震
改
築

事
業
に
対
す
る
長
期
低
利
融

資
」
に
よ
る
長
期
借
入
金
。

　
⑩
前
受
金
収
入
は
、
平
成
28

年
度
入
学
者
の
入
学
手
続
時
に

お
け
る
納
入
学
費
（
翌
年
度
の

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
と
な

る
。）
で
、
44
億
１
８
９
７
万

円
。

　
⑪
そ
の
他
の
収
入
は
、
前
期

末
未
収
入
金
収
入
、
貸
付
金
回

収
収
入
、
預
り
金
受
入
収
入
、

仮
払
金
回
収
収
入
で
６
億
３
３

１
２
万
円
。
ま
た
、
資
金
収
入

調
整
勘
定
（
収
入
の
振
替
控
除

科
目
）
は
、
期
末
未
収
入
金
及

び
前
期
末
前
受
金
で
48
億
３
５

７
８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
支
出
の
部

　
①
人
件
費
支
出
は
、
予
算
比

０
・
13
％
減
の
１
４
５
億
７
２

３
１
万
円
（
前
年
度
比
で
は
２

・
45
％
の
増
）。
臨
時
雇
員
等
の

採
用
減
、
産
休
者
等
増
に
よ
る

本
給
、
諸
手
当
等
の
減
及
び
退

職
金
の
増
等
を
含
ん
で
い
る
。

　
②
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、

予
算
比
０
・
95
％
減
の
52
億
８

７
８
５
万
円
（
前
年
度
比
で
は

７
・
10
％
の
減
）。
予
算
比
増

減
の
主
な
も
の
の
決
算
額
、
要

因
等
は
以
下
の
と
お
り
。

・
消
耗
品
費
支
出
‥
３
億
３
９

７
１
万
円
（
１
１
８
８
万
円
の

減
）
教
員
個
人
研
究
費
、
受
託

研
究
費
、
各
種
課
外
講
座
教
材

費
、
証
明
書
自
動
発
行
機
用
ト

ナ
ー
、
教
育
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
石
巻
専
修
大
学
教
員
個
人

研
究
費
、
受
託
研
究
費
、
学
生

実
験
用
設
備
品
購
入
額
等
の
減

・
図
書
資
料
費
支
出
‥
２
億
９

３
６
２
万
円
（
７
４
３
８
万
円

の
増
）
洋
雑
誌
の
購
入
額
及
び

前
払
回
収
額
等
の
増

・
光
熱
水
費
支
出
‥
６
億
６
５

８
１
万
円
（
３
４
９
５
万
円
の

減
）
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、

重
油
使
用
量
、
水
道
料
金
の
減

・
奨
学
費
支
出
‥
４
億
８
５
４

１
万
円
（
１
２
７
１
万
円
の

減
）
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
奨
学
金
等

採
用
者
減
、
家
計
急
変
奨
学
金
、

育
友
会
奨
学
金
等
申
請
者
数
の

減

・
修
繕
費
支
出
‥
１
億
９
６
２

５
万
円
（
２
２
６
４
万
円
の

増
）
神
田
８
号
館
空
調
機
修

理
、
神
田
図
書
館
自
由
閲
覧
室

他
漏
水
対
策
工
事
、
黒
門
塗
装

工
事
、
生
田
１
号
館
端
末
室
空

調
機
修
理
、
生
田
９
号
館
端
末

室
空
調
機
及
び
冷
温
水
発
生
機

用
脱
気
装
置
修
理
、
生
田
総
合

体
育
館
配
管
漏
水
修
理
、
第
１

体
育
寮
別
館
受
水
槽
漏
水
修

理
、
石
巻
専
修
大
学
実
験
室
ブ

ラ
イ
ン
ド
交
換
、
実
験
室
及
び

分
析
セ
ン
タ
ー
空
調
機
修
理
、

学
生
会
館
外
壁
修
理
非
常
用
放

送
設
備
修
理
等
の
増

・
委
託
費
支
出
‥
15
億
４
３
６

５
万
円
（
２
７
２
５
万
円
の

減
）
公
務
員
試
験
講
座
等
各
種

課
外
講
座
委
託
費
、
図
書
整
理

及
び
蔵
書
点
検
委
託
費
、
生
田

研
修
館
管
理
委
託
費
、
石
巻
専

修
大
学
受
託
研
究
費
、
新
入
生

基
礎
学
力
テ
ス
ト
委
託
費
、
学

生
自
宅
通
学
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
運

行
委
託
費
等
の
減

・
謝
礼
費
支
出
‥
１
億
８
６
５

万
円
（
１
８
８
５
万
円
の
減
）

各
種
講
座
講
師
謝
礼
費
、
授
業

科
目
外
部
講
師
謝
礼
費
、
教
育

実
習
謝
礼
費
等
の
減

　
③
管
理
経
費
支
出
は
、
予
算

比
２
・
07
％
減
の
16
億
１
１
６

８
万
円
（
前
年
度
比
で
は
２
・

74
％
の
減
）
。
予
算
比
増
減
の

主
な
も
の
の
決
算
額
、
要
因
等

は
以
下
の
と
お
り
。

・
委
託
費
支
出
‥
４
億
８
７
８

４
万
円（
２
１
８
４
万
円
の
減
）

　
入
学
検
定
料
コ
ン
ビ
ニ
収
納

委
託
料
、
職
員
採
用
適
性
検
査

料
、
管
理
事
務
所
管
人
材
派
遣

業
務
委
託
費
等
の
減

・
公
租
公
課
支
出
‥
６
５
４
０

万
円
（
１
１
１
２
万
円
の
増
）

　
消
費
税
等
確
定
申
告
額
等
の

増・
広
告
費
支
出
‥
３
億
４
２
３

４
万
円（
１
１
０
８
万
円
の
減
）

　
津
田
沼
駅
改
修
工
事
に
伴
う

駅
看
板
の
一
時
撤
去
、
企
画
の

変
更
及
び
中
止
等
に
よ
る
減

　
④
借
入
金
等
利
息
支
出
は
、

予
算
ど
お
り
で
１
１
２
万
円
。

　
⑤
借
入
金
等
返
済
支
出
は
、

予
算
ど
お
り
の
返
済
で
５
億
２

２
７
７
万
円
。

　
⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
予
算

比
０
・
70
％
増
の
33
億
６
５
４

８
万
円
（
前
年
度
比
で
は
６
・

95
％
の
減
）
。

　
※
⑥
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
後
記
の
〔
主
な
施
設
等
整
備

事
項
〕
に
記
載
。

１

資
金
収
支
計
算
書

平成27年度決算概要

学校法人専修大学

事
業
報
告
概
要

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
平

成
27
年
度
事
業
報
告
・
決
算

は
、
５
月
25
日
開
催
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ

れ
、
確
定
し
た
。

　
本
法
人
は
、
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開

発
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、

「
学
生
を
基
本
に
据
え
た
大

学
づ
く
り
」
を
大
学
運
営
の

基
本
理
念
に
掲
げ
、
社
会
の

屋
台
骨
を
支
え
る
有
為
な
人

材
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
骨
太
の
大
学
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
平
成
27
年

度
は
、
教
育
・
研
究
力
の
強

化
、
競
争
力
の
あ
る
大
学
の

創
造
、
学
生
支
援
の
充
実
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
社
会

・
地
域
貢
献
活
動
の
充
実
等

に
注
力
し
た
。

　
専
修
大
学
は
、
魅
力
あ
る

教
育
研
究
環
境
を
再
構
築
す

べ
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を

推
進
し
た
。
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
生
田
２
・
３
号
館

跡
地
に
、
大
学
院
・
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
高
層
棟
校
舎
の
新

３
号
館
（
仮
称
）
と
学
生
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

空
間
を
中
心
と
す
る
低
層
棟

校
舎
の
新
２
号
館
（
仮
称
）

の
建
築
を
進
め
て
い
る
。
平

成
28
年
12
月
末
に
は
竣
工
さ

せ
、
平
成
29
年
度
か
ら
使
用

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平

成
32
年
度
の
開
設
を
目
途
と

す
る
学
部
・
学
科
構
想
の
骨

子
の
具
体
化
に
対
応
す
る
た

め
、
理
事
会
の
下
に
新
校
舎

建
設
に
向
け
た
建
設
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　
学
士
課
程
の
教
育
に
つ
い

て
は
、
教
育
の
質
的
向
上
を

図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
入

学
者
か
ら
導
入
し
た
新
た
な

学
士
課
程
教
育
の
運
用
を
適

切
に
行
う
と
と
も
に
、
こ
の

教
育
課
程
が
適
用
さ
れ
た
２

年
次
生
に
対
し
て
意
識
調
査

を
実
施
し
、
学
士
課
程
教
育

の
成
果
の
検
証
を
行
っ
た
。

大
学
院
は
、
平
成
28
年
度
に

経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻

修
士
課
程
に
開
設
す
る
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
コ
ー
ス

の
開
設
準
備
を
進
め
た
。
さ

ら
に
、
経
済
学
研
究
科
経
済

学
専
攻
修
士
課
程
（
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
コ
ー
ス
）

及
び
文
学
研
究
科
心
理
学
専

攻
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
に

よ
る
「
一
般
教
育
訓
練
講

座
」
の
新
規
指
定
の
申
請
を

行
い
、
平
成
28
年
度
か
ら
同

省
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が

決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り

社
会
人
の
学
び
や
す
い
環
境

が
構
築
さ
れ
た
。

　
研
究
力
の
強
化
に
あ
た
っ

て
は
、
外
部
研
究
費
の
獲
得

増
加
に
向
け
た
支
援
体
制
を

強
化
し
た
結
果
、
平
成
27
年

度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の

新
規
課
題
採
択
率
が
40
・
３

％
と
な
り
、
新
規
応
募
件
数

50
件
以
上
の
研
究
機
関
の
中

で
第
７
位
と
な
っ
た
。

　
学
生
募
集
に
お
い
て
は
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
学
試
験
及
び
一
般
入
学

試
験
の
志
願
者
数
合
計
が
前

年
と
比
較
し
て
５
１
０
０
名

を
超
え
る
増
加
と
な
り
、
平

成
25
年
度
入
試
か
ら
続
い
た

志
願
者
減
の
傾
向
か
ら
、
Ｖ

字
回
復
を
達
成
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
平
成

29
年
度
の
導
入
を
目
標
と
し

た
新
た
な
学
士
課
程
教
育
の

構
築
の
た
め
、
全
学
的
な
教

養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文

部
科
学
省
に
よ
る
「
高
大
接

続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
に
対

応
す
る
た
め
、
３
ポ
リ
シ
ー

の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
記
念
基
金
」
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
ラ
ン
ド
ル
フ
・

メ
ー
コ
ン
大
学
と
の
交
流
事

業
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
27
年
度
「
地
（
知
）
の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生

推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」

の
採
択
（
代
表
校
‥
東
北
学

院
大
学
）
に
伴
い
、
今
後
５

年
間
、
宮
城
県
や
仙
台
市
等

の
自
治
体
、
宮
城
県
内
の
企

業
等
と
協
働
し
て
、
卒
業
生

の
宮
城
県
内
へ
の
定
着
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
る
。
今

後
も
地
域
と
の
連
携
・
共
生

を
推
進
し
、
復
興
と
再
生
、

そ
し
て
発
展
に
寄
与
し
て
い

く
。（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

学校法人専修大学平成27年度資金収支計算書（概要）
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで （単位：円）

　収　入　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金収入 20,088,018,000 20,097,416,230 △     9,398,230

手 数 料 収 入 936,103,000 998,061,546 △    61,958,546

寄 付 金 収 入 500,000,000 264,616,104 235,383,896

補 助 金 収 入 1,543,455,000 1,636,014,146 △    92,559,146

国 庫 補 助 金 収 入 1,530,676,000 1,622,934,000 △    92,258,000

地方公共団体補助金収入 12,779,000 12,780,146 △         1,146

学術研究振興資金収入 0 300,000 △       300,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 11,456,000 188,544,000

付随事業・収益事業収入 640,740,000 640,657,420 82,580

受取利息・配当金収入 70,745,000 106,028,053 △    35,283,053

雑 収 入 729,346,000 750,382,038 △    21,036,038

借 入 金 等 収 入 2,000,000,000 2,000,000,000 0

前 受 金 収 入 3,993,296,000 4,418,979,000 △   425,683,000

そ の 他 の 収 入 444,276,000 633,122,003 △   188,846,003

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 4,725,598,000 △ 4,835,788,503 110,190,503

当 年 度 収 入 合 計 26,420,381,000 26,720,944,037 △   300,563,037

前 年度繰越支払資金 6,682,678,464 6,682,678,464

収 入 の 部 合 計 33,103,059,464 33,403,622,501 △   300,563,037

　支　出　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

人 件 費 支 出 14,591,401,000 14,572,315,091 19,085,909

教 育 研 究 経 費 支 出 5,338,479,000 5,287,850,678 50,628,322

管 理 経 費 支 出 1,645,693,000 1,611,685,047 34,007,953

借 入 金 等 利 息 支 出 1,127,000 1,126,690 310

借 入 金 等 返 済 支 出 522,770,000 522,770,000 0

施 設 関 係 支 出 3,341,981,000 3,365,485,320 △    23,504,320

設 備 関 係 支 出 549,767,000 534,677,798 15,089,202

資 産 運 用 支 出 907,080,000 807,063,137 100,016,863

そ の 他 の 支 出 1,193,803,000 1,199,986,825 △     6,183,825

［ 予　 備　 費 ］
(　　　　0) 
150,000,000

150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,164,823,000 △ 1,232,636,538 67,813,538

当 年 度 支 出 合 計 27,077,278,000 26,670,324,048 406,953,952

翌 年度繰越支払資金 6,025,781,464 6,733,298,453 △   707,516,989

支 出 の 部 合 計 33,103,059,464 33,403,622,501 △   300,563,037

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金 20,088,018,000 20,097,416,230 △    9,398,230

手 数 料 936,103,000 998,061,546 △   61,958,546

寄 付 金 200,000,000 96,926,104 103,073,896

経常費等補助金 1,454,827,000 1,549,897,146 △   95,070,146

国 庫 補 助 金 1,442,048,000 1,536,817,000 △   94,769,000

地方公共団体補助金 12,779,000 12,780,146 △        1,146

学術研究振興資金 0 300,000 △      300,000

付 随 事 業 収 入 640,740,000 640,657,420 82,580

雑 収 入 729,346,000 750,382,038 △   21,036,038

教育活動収入計 24,049,034,000 24,133,340,484 △   84,306,484

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,667,754,000 14,649,047,282 18,706,718

教 育 研 究 経 費 7,583,112,000 7,530,866,876 52,245,124

管 理 経 費 1,908,773,000 1,828,862,845 79,910,155

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教育活動支出計 24,159,639,000 24,008,777,003 150,861,997

教育活動収支差額 △   110,605,000 124,563,481 △  235,168,481

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息･配当金 70,745,000 106,028,053 △   35,283,053

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 70,745,000 106,028,053 △   35,283,053

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 1,127,000 1,126,690 310

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 1,127,000 1,126,690 310

教育活動外収支差額 69,618,000 104,901,363 △   35,283,363

経常収支差額 △    40,987,000 229,464,844 △  270,451,844

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 1,031,207 △    1,031,207

その他の特別収入 538,728,000 420,616,704 118,111,296

施設設備補助金 88,628,000 86,117,000 2,511,000

そ の 他 の 収 入 450,100,000 334,499,704 115,600,296

特 別 収 入 計 538,728,000 421,647,911 117,080,089

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 83,983,000 1,976,281,754 △1,892,298,754

その他の特別支出 0 0 0

特 別 支 出 計 83,983,000 1,976,281,754 △1,892,298,754

特 別 収 支 差 額 454,745,000 △ 1,554,633,843 2,009,378,843

[ 予  　 備　  費 ]
(　　　　0) 
150,000,000

150,000,000

基本金組入前当年度収支差額 263,758,000 △ 1,325,168,999 1,588,926,999

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 2,340,652,000 △   201,063,137 △2,139,588,863

当 年 度 収 支 差 額 △ 2,076,894,000 △ 1,526,232,136 △  550,661,864

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △34,893,044,000 △34,893,043,987 △           13

基 本 金 取 崩 額 0 2,876,712,311 △2,876,712,311

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △36,969,938,000 △33,542,563,812 △3,427,374,188

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,658,507,000 24,661,016,448 △　　 2,509,448

事 業 活 動 支 出 計 24,394,749,000 25,986,185,447 △1,591,436,447

備考：１．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含
　　　　　み、「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

学校法人専修大学平成27年度事業活動収支計算書（概要）
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで （単位：円）




